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    健 診 日 程     

うるみんでの集団健診日程です。宇堅の指定

日は６/１６です。それ以外の日も受診できます。

個別健診（医療機関に予約）もあります。  

注意：  保険証･受診券･マスクを持参！  

※受付：午前＝8：30 ／  午後＝1：00 
 

６ 

16 日（火）宇堅 
17 日（水） 
18 日（木） 
29 日（月） 

11 
24 日（火） 
25 日（水） 

12 
12 日（土） 
13 日（日） 

７ 
13 日（月） 
19 日（日） １ 

27 日（水） 
31 日（日） 

８
22 日（土） 
23 日（日） ２ 20 日(土) 

 

（７月末） 宇 堅（外国人除く） うるま市全体（外国人含む） 
人口(男/女) １,２４０（６４０／６００） ６（△１／-） １24,917 (62,858/62,059)) １０５（３４/７１） 

世 帯 数 ４９０ １ ５４，１３１ １０５  

【
区
長
の
ド
ゥ
ー
チ
ュ
イ
、
ゥ
ム
ニ―

 
(

編
集
後
記)

】 

 

９
月
に
入
っ
て
強
烈
な
台
風
が
発
生
。
そ
の

対
策
や
ら
で
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
特
に
農
水

産
業
に
お
い
て
は
大
変
な
状
況
だ
と
思
い
ま

す
。
停
電
も
あ
り
、
一
部
で
は
長
引
い
た
よ
う

で
す
。
早
く
廉
価
な
家
庭
蓄
電
池
が
市
販
さ
れ

て
ほ
し
い
。 

辞
任
し
ま
し
た
（
安
倍
総
理
）
。
６
月
頃
か
ら

再
発
し
だ
し
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
連
日
の
よ

う
に
肉
料
理
や
お
酒
の
会
食
で
し
た
。
次
期
総

理
有
力
候
補
は
、
政
策
を
継
続
だ
と
。
日
銀
は
、

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
株
買
い
。
食
い
つ
く
さ
れ
、
社

会
の
破
壊
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

「
チ
ー
ズ
の
図
鑑
」
（
本
間
る
み
子
著
／

K
A

D
O

K
A

W
A

）
。
皆
さ
ん
チ
ー
ズ
は
好
き
で

す
か
？
私
は
も
ち
ろ
ん
大
好
き
。
銘
柄
は
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
覚
え
ま
せ
ん
。
製
造
方
法
等
の

違
い
に
よ
る
種
類
が
わ
か
っ
て
、
面
白
い
で
す
。

最
近
、
食
い
物
の
本
が
多
い
（
笑
）
。 

【 ９ 月 の 行 事 】 
中止  ミニデイサービス（室内レク） 

中止  長寿会美化活動 

未定  敬老会 

【その他の行事】 

【 １０ 月 の 行 事 】 
未定 午後 ２：００ ミニデイサービス（室内レク） 

未定 午前 ９：００ 長寿会ピクニック 

調整中 午前 ９：００ 区内清掃 

【 １１ 月 の 行 事 】 
未定 午前 ９：３０ 地震･津波避難訓練（宇堅守の会） 

未定 午後１７：００ うけんまつり 

未定 午後 ２：００ ミニデイサービス（ピクニック） 

【その他の行事】 

蝸
牛
と
桃
の
実
分
か
ち
会
ひ
に
け
り 

句
集
『
舞
扇
』
（
Ｒ
Ｉ
作
） 

🐌
と
分

け
合

う
！  

💦
💦
（
汗
）
嫌
だ
～
～
！ 

ま
さ
か
の
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

「
宇
堅
守
の
会
」
メ
ン
バ
ー
募
集
中 

 

主
な
目
的
は
、
見
守
り
の
必
要
な
方
（
高
齢
者

世
帯
な
ど
）
の
把
握
、
減
災･

防
災
等
の
取
り
組

み
で
す
。
無
理
し
な
い
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

壮
年
層
の
参
加
を
期
待
。 

 

お
問
い
合
わ
せ
：
公
民
館
ま
で 

【
定
例
会
】
❖
偶
数
月
の
第
２
月
曜
日 

午
後
８
時
。 

救急医療情報キット 
 

高齢者の万一の緊
急事態に備えて。迅速
な医療処置が行える
ようになります。 

 

①かかりつけ病院 

②緊急連絡先 

③持病･体質等 

④診察券(ｺﾋﾟｰ) 

⑤健康保険証(ｺﾋﾟｰ) 

 婦 人 が ん 健 診 日 程   

うるみんでの婦人がん健診日程です。宇堅の指

定日は６/２３です。それ以外の日も受診可能。 

注意： 保険証・受診券・マスクを持参すること 

※受付：午後＝1：３0 
 

６ 23 日（火） 12 
15 日（火） 
22 日（火） 

７ 
14 日（火） 
21 日（火） 

１ 26 日（火） 

８ 
18 日（火） 
25 日（火） 

２ ９日（火） 

「ゆらてく」等会場もあ
ります。日時はお問い
合わせください。 10 20 日（火） 

 

受
診
に
は
予
約
が
必
要
。

マ
ス
ク
も
忘
れ
ず
に
。 

廃食油回収！ 

 
  

使用済切手 
回収します。 

 
 

 

東
京
都 

国
立
市 

 
 
 
 
 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
に
た
ち
農
園
の
会 

  

「
つ
ち
の
こ
や
」
は
、
甲
州
街
道
沿
い
に
あ
る

「
や
ぼ
ろ
じ
」
の
母
屋
で
行
わ
れ
る
子
育
て
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
２
０
１
７
年
の
２
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。「
や
ぼ
ろ
じ
」
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続

く
旧
家
「
本
田
屋
」
の
敷
地
の
一
角
に
あ
り
、
空

き
家
だ
っ
た
古
民
家
を
改
築
し
た
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
、
大
き
な
日
本

家
屋
と
広
い
庭
に
歴
史
を
感
じ
る
魅
力
的
な
と
こ

ろ
だ
。 

 

「
つ
ち
の
こ
や
」
で
は
、
曜
日
よ
っ
て
、
つ
ち

の
こ
食
堂
、わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

だ
れ
で
も
茶
の
間
、
ば
ぁ
ば
の
じ
か
ん
な
ど
が
行

わ
れ
る
。「
板
野
ち
え
さ
ん
の
わ
ら
べ
う
た
」
の
時

間
に
は
わ
ら
べ
う
た
の
調
べ
に
子
ど
も
た
ち
は
体

中
で
反
応
す
る
。 

 

学
校
帰
り
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
置
い
て
遊
び
始
め

て
い
る
の
は
、
は
た
け
ん
ぼ
放
課
後
ク
ラ
ブ
「
ニ

コ
ニ
コ
」
に
参
加
す
る
小
学
生
た
ち
。
週
２
回
「
く

に
た
ち
、
は
た
け
ん
ぼ
」
や
「
つ
ち
の
こ
や
」
で

放
課
後
を
過
ご
す
。
こ
の
日
は
畑
に
布
の
原
料
で

あ
る
綿
と
染
料
と
な
る
藍
の
種
を
ま
く
。
村
井
里

子
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
入
る
子
ど
も
た
ち
、
育
て

た
綿
で
糸
を
紡
ぎ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
づ
く
り

を
し
て
い
く
。 

 

畳
敷
き
の
広
い
和
室
に
縁
側
が
あ
り
、
ガ
ラ
ス

戸
越
し
に
眺
め
る
新
緑
の
景
色
が
心
地
よ
い
。
和

室
で
遊
ぶ
の
は
赤
ち
ゃ
ん
も
い
れ
ば
、
就
学
前
の

子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
小
学
生
た
ち
も
い
る
。
古

民
家
で
は
時
間
の
流
れ
方
が
違
う
よ
う
に
感
じ
ら 

    
   

残
暑
入

残
暑
入

残
暑
入

り
／

り
／
り
／

秋
彼
岸

秋
彼
岸

秋
彼
岸

   
   

   

強
烈
台
風
で
し
た
。
沖
縄
本
島
直
撃
は
免
れ
ま

し
た
が
、
各
地
で
被
害
が
出
ま
し
た
。
今
回
、
西
海

岸
側
が
大
変
で
し
た
。 

依
然
と
し
て
治
ま
り
が
見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
で
す
。
マ
ス
ク
や
手
洗

い
、
換
気
等
、
心
が
け
く
だ
さ
い
（
特
に

不
特
定
多
数
の
場
）。 

    

                     

れ
る
。
池
に
は
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

が
た
く
さ
ん
い
て
、
子
ど
も
た
ち

は
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。
会
の
佐

藤
有
里
さ
ん
ら
も
傍
ら
で
見
守
り

な
が
ら
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
る
。 

 
左
（
大
）
：
親
子
田
ん
ぼ
体
験 

右
：
い
き
も
の 

左
：
春
（
植
え
付
け
） 

※
当
会
サ
イ
ト
よ
り 

                          
 

  

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
多
数
の
方
々

が
集
ま
る
行
事
、
特
に
室
内
で
行
う
行
事
の
実
施

が
困
難
な
状
況
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

屋
外
で
の
作
業
（
区
内
作
業
）
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

【
敬
老
会
に
つ
い
て
】 

敬
老
会
は
、
対
象
者
（
７
５
歳
以
上
）
へ
の
感

謝
と
健
康
長
寿
を
記
念
し
て
の
祝
い
の
品
を
お
渡

し
し
ま
す
。
す
で
に
郵
送
に
て
ご
案
内
を
い
た
し

ま
し
た
。
是
非
と
も
、
お
受

け
取
り
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

お
受
け
取
り
の
際
は
、
ご

氏
名
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
く

だ
さ
い
。
ご
家
族
の
方
の
お

受
け
取
り
も
大
丈
夫
で
す
。 

  

【
区
内
清
掃
】 

区
内
清
掃
に
つ
い
て
は
、
可
能

な
限
り
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
評
議
委
員

会
に
お
い
て
検
討
し
、
実
施
の
有

無
に
つ
い
て
、
皆
様
に
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。 

都
市
農
地
と
子
育
て
支
援
の
新
し
い
カ
タ
チ 

自
治
会
活
動
（
行
事
等
）
つ
い
て 

  
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
左
記
の

行
事
予
定
は
変
更
が
生
じ
ま
す
。
ミ
ニ
デ
イ
は
当
面
中
止



 

 

後期高齢者医療の高額医療費 

自己負担限度額について 
自己負担限度額の認定証が必要です。 

相談先：国民健康保険課（後期高齢者医療係） 

973‐3202（ﾌｧｯｸｽ=974-6764） 

 

うるま市就職･生活支援パーソナルサポートセンター 
 

経済的悩み、仕事探しについて、解決のお手伝いをします。 

①時間=8：30～17：00（月～金） 

②場所=市役所（西棟） 

③TEL：989-3972 

FAX：989-3971 （事前予約がスムーズです！） 

うるま市ひとり親家庭生活支援モデル事業 
ひとり親家庭で、子どもの生活環境の改善に向けた支援を必

要とし、以下の要件をすべて満たす方 
１．市内に住所（原則３ヶ月以上）・児童扶養手当受給中。 
２．１８歳未満の児童を養育していること。 
３．支援期間内の自立に向けた具体的な目標と意欲のある方 
優先される方→児童が３人以上、又は１才未満乳児がいる方。 

※生活保護法(住宅扶助受給者)や公営住宅入居者は対象外。 

ＳＯＳネットワーク事業 
認知症高齢者の捜索のための事業です。 
登録により、迅速に捜索活動ができます。 
・電話番号 098-973-5112 
・ＦＡＸ  098-982-6041 

困りごと相談窓口のご案内 
(秘密厳守ですので、お気軽にご相談下さい) 

 
【子供の健康や育児、ＤＶ関連】 
・児童家庭課＝９７３－５０４１／４９８３ 
・こども健康課＝９８９－０２２０ 
【保育、子供の預かりや送迎関連】 
・保育幼稚園課＝９７３－５４２７ 
・ファミリィサポートセンター＝０７０-５６７７-６７３３ 
【高齢者関連】 
・地域包括支援センター＝９７２－３５９５ 
【心身の障がい関連】 
・障がい福祉課＝９７３－５４５２ 
【就労･生活支援や生活保護関連】 
・パーソナルサポートセンター＝９８９-３９７２ 
・保護課＝９７９－６５５２ 

具志川職業能力開発校：973-6680/5954 
【受付期間】 
・推薦入校選抜：９月上旬 
・一般入校試験（第１回）：10 月上旬 
・一般入校試験（第２回）：２月上旬 

【訓練科名】 
・自動車整備科、電気システム科、メ
ディアアート科、・情報システム科、
造園ガーデニング科、総合実務
科、オフィスビジネス科 

一般社団法人沖縄産業開発青年協会 

４月入学＆９月入学 
資格取得の訓練を、寄宿舎生活(半年間・

３食付)で行います。うるま市では、受講料
（65万円）の半額又は全額補助がありま
す。相談は→９２３-７６３４ 
 
【職業訓練】 
・大型特殊自動車免許 
・小型移動式クレーン技能講習 
・車両系建設機械運転技能講習 
・フォークリフト運転技能講習 
・高所作業車運転技能講習 
・ローラー特別教育講習 
・車両系建設機械科 
・玉掛け科 
・ガス溶接科育 
・アーク溶接科 
・刈払機特別教育 
・伐木特別教育 

※
今
回
は
、「
字
誌
」
関
係
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し 

た
。
皆
さ
ん
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

第
〇
節 

青
年
会
の
活
動 

１
． 
明
治
期
か
ら
大
正
期
の
青
年
層
の
組
織
化
の
動
き 

（
１
）
日
露
戦
争
ま
で
の
状
況 

青
年
団
体
に
つ
い
て
は
、
旧
琉
球
王
国
の
時
代
か
ら
、
二
才

揃(ﾆｾｰｼﾞｭﾘｰ
)

・
二
才
連
中
・
若
者
連
中
な
ど
と
呼
ば
れ
た
組

織
が
存
在
し
、
二
才
頭
と
い
う
統
率
者
を
置
い
て
い
た
。
琉
球

処
分
後
の
「
旧
慣
温
存
政
策
」
の
も
と
に
、
伝
統
的
な
形
で
残

さ
れ
た
青
年
団
体
は
、
内
法
（
間
切
村
内
法
）
な
ど
の
村
の
規

範
に
従
い
、
夜
警
や
治
安
維
持
等
の
村
の
自
治
に
参
加
し
、
風

俗
、
作
物
、
盗
難
、
火
災
、
行
旅
人
、
ミ
ヤ
ラ
ビ
な
ど
の
取
り

締
ま
り
に
あ
た
っ
て
い
た
。
ま
た
、
村
の
行
事
（
綱
引
き
等
の

祭
り
）
の
運
営
に
参
加
し
、
砂
糖
黍
畑
の
開
墾
や
道
路
工
事
に

携
わ
る
の
も
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
長
く
根
強
く
農
村
生
活

の
な
か
に
生
き
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。 

（
略
） 

 

（
２
）
日
露
戦
争
後
の
状
況 

日
露
戦
争
時
、
全
国
的
に
存
在
し
た
青
年
会
は 

、
出
征
軍
隊

に
対
す
る
慰
問
・
激
励
・
戦
勝
祈
願
・
歓
送
迎
を
は
じ
め
、
出

征
軍
人
家
族
の
保
護
や
耕
作
の
手
伝
い
、
負
傷
兵
に
対
す
る
見

舞
、
戦
没
軍
人
の
慰
霊
祭
・
石
碑
建
立
、
遺
族
救
護
、
軍
資
金

献
納
、
恤
兵
献
金
、
国
債
応
募
、
軍
需
品
調
製
、
戦
勝
・
凱
旋

祝
賀
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
幅
広
い
活
動
を
行
っ
た
。
こ
う
し

た
活
動
に
注
目
し
た
国
は
、「
青
年
団
体
の
重
要
性
を
認
識
し
て

積
極
的
に
そ
の
指
導
改
善
に
後
出
し
」
た
。1

9
0
5

（
明
治3

8

）

年9

月
に
内
務
省
地
方
局
長
は
地
方
長
官
に
対
し
、「
地
方
青
年

団
向
上
発
達
二
関
ス
ル
件｣

の
通
牒
を
発
し
、
続
い
て
同
年1

2

月
に
は
文
部
省
普
通
学
務
局
長
が
「
青
年
団
二
関
ス
ル
件｣

を
発

し
た
。
こ
れ
以
降
、
政
府
は
地
方
改
良
運
動
の
担
い
手
と
し
て

の
青
年
会
の
育
成
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
、
青
年
会
は
国
家
目

的
に
沿
う
も
の
へ
と
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
。（
略
） 

   

（
２
）
宇
堅
青
年
会
の
活
動 

戦
後
米
軍
に
土
地
を
接
収
さ
れ
た
宇
堅
で
は
、
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
軍
作
業
員
と
土
地
の
開
放
（1

9
5
5

～5
6

年
）
と
と
も
に
郷
里
に

戻
っ
た
宇
堅
の
住
民
の
寄
り
合
い
世
帯
の
部
落
が
形
成 

ま
た
、
青
年
会
活
動
を
住
民
に
知
ら
せ
る
た
め
に
機
関
誌
を
発
行

し
、
住
民
か
ら
も
投
稿
申
し
込
み
が
あ
っ
た
り
し
た
。
約70

名
の

会
員
は
暗
中
模
索
な
が
ら
も
大
い
に
活
動
を
展
開
し
、
会
員
相
互

の
絆
が
深
ま
り
、
住
民
か
ら
の
信
頼
も
大
き
く
な
り
、
期
待
さ
れ

る
組
織
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
軍
作
業
員
の
多
い
地
域
の
青
年
会

活
動
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
中
で
、
組
織
の
運
営
を
軌
道
に

乗
せ
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
こ
と
が
広
く
認
め
ら
れ
、
評
価
さ

れ
た
。
そ
し
て
、1

9
5
4

（
昭
和2

9

）
年
６
月
６
日
公
民
館
に
お
い

て
青
年
会
運
営
と
活
動
に
つ
い
て
の
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
青
年
た
ち
の
大
き
な
感
銘
を
与
え
た
（
琉
球
新
報

1
9
5
4

年
６
月
７
日
）。 

そ
の
こ
ろ
の
エ
イ
サ
ー
は
、「
村
」「
浜
」「
東
」「
西
」
の
４
つ
の

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
道
ジ
ュ
ネ
ー
を
行
っ
て

お
り
、
エ
イ
サ
ー
以
外
に
も
空
手
着
を
羽
織
っ
た
踊
り
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
エ
イ
サ
ー
は
、
青
年
会
の
大
き
な
収
入
源
で
あ
っ
た
。
エ

イ
サ
ー
練
習
時
期
に
な
る
と
、
寄
付
金
を
募
る
た
め
に
、
会
員
が

各
家
々
を
回
っ
て
歩
き
、
１
年
間
の
活
動
費
と
し
た
。 

復
帰
以
前
の
自
家
用
車
が
ま
だ
一
般
普
及
し
て
い
な
い
、
エ
イ
サ

ー
の
太
鼓
は
、
当
時
の
コ
ザ
市
胡
屋
の
店
に
バ
ス
で
行
っ
て
購
入

し
、
帰
り
は
バ
ス
の
窓
か
ら
太
鼓
を
提
げ
て
運
ん
で
い
た
。 

1
9
7
0

（
昭
和4

5

）
年
前
後
か
ら1
9
9
6

（
平
８
）
年
こ
ろ
ま
で
は
、

エ
イ
サ
ー
大
会
の
出
場
も
多
く
み
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
も
優

秀
な
成
績
を
お
さ
め
て
お
り
、
当
時
の
青
年
会
活
動
の
充
実
し
た

状
況
が
う
か
が
え
る
。 

    

（
３
）「
青
年
会
婦
女
会
設
置
基
準
」
と
青
年
会
（
略
） 

沖
縄
県
が
推
進
し
よ
う
と
し
た
青
年
会
・
婦
人
会
と
は
、「
区

町
村
長
、
小
学
校
長
、
教
員
、
警
察
官
」
を
主
導
者
と
し
、「
国

民
義
務
の
敢
行
、
風
紀
矯
正
、
実
業
発
展
、
学
事
奨
励
、
学
力

補
助
」
を
活
動
内
容
音
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
戊
申
詔
書
（1

9
08

（
明
治4

1

）
年
）
を
発
布
以
来
、
喧
伝
さ
れ
た
地
方
改
良
運
動

の
実
行
団
体
と
し
て
の
青
年
会
奨
励
と
い
う
目
的
の
訓
令
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
加
え
て
、
本
部
事
件
後
の
徴
兵
忌

避
対
策
と
い
う
狙
い
も
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
。 

 

（
４
）
具
志
川
村
青
年
連
合
会
と
各
字
の
青
年
会
活
動 

戦
後
の
青
年
会
の
結
成
は
、
荒
廃
し
た
郷
土
の
再
建
は
若
者

の
団
結
力
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
軍
隊
あ
が
り
や
教
職
員
の

方
々
が
中
心
と
な
っ
て
動
き
出
し
た
。1

9
4
8

（
昭
和2

3

）
年
に

長
浜
宗
安
氏
を
初
代
会
長
と
す
る
具
志
川
村
青
年
会
が
誕
生
し

た
。
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
相
撲
大
会
（
二
十
歳
の
青
年
に
よ
る
相 

（
５
）「
産
業
十
年
計
画
」
と
青
年
会 

1
9
1
5

年
（
大
正4

）)

年7

月13

日
「
沖
縄
県
青
年
会
規
則
」

が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
県
が
自
ら
青
年
会
を
設
置
・
運
営
仕

様
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た 

（
略 

） 

２
．
戦
後
の
状
況 

（
１
）
具
志
川
村
青
年
連
合
会
と
各
字
の
青
年
会
活
動 

（
略
） 

宇
堅
を
は
じ
め
、
天
願
や
栄
野
比
、
川
崎
な
ど
を
米
軍
に
摂

取
さ
れ
た
具
志
川
村
に
は
国
頭
方
面
へ
避
難
し
て
い
た
那
覇
方

面
の
人
々
が
基
地
周
辺
に
住
み
着
き
、
ま
た
、
海
外
移
民
者
や

軍
人
・
軍
属
、
県
外
疎
開
者
な
ど
の
引
き
揚
げ
の
人
々
も
加
わ

の
り
、
新
興
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
結

成
さ
れ
た
青
年
会
は
、
自
分
た
ち
の
住
み
家
や
部
落
の
建
設
に

力
を
注
い
だ
。 

（
略
） 

   

                         

        

                   

                       

  

【
名
護
千
三
氏
談
】 

① 

青
年
会
集
合
に
合
図 

日
中
、
畑
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
に
、
鐘
（
ボ
ン
ベ
）
が
な
る

と
、
仕
事
を
放
り
出
し
て
公
民
館
に
集
ま
っ
て
、
活
動
を
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。 

※
ボ
ン
ベ
の
鳴
ら
し
方
（
放
送
シ
ス
テ
ム
が
な
い
頃
） 

・
青 

年 

期
：
カ
ン
カ
ー
ン
カ
ン 

×

３
回 

・
子
ど
も
会 

：
カ
ン
カ
ー
ン 

×

３
回 

・
評
議
委
員
会
：
カ
ン
カ
ン
カ
ン…

…
 

カ
ー
ン 

② 

字
の
安
全
・
安
心
の
活
動
も
青
年
会
の
重
要
な
取
り
組
み 

1
9
6
1

（
昭
和3

6

）
年
頃
、
久
田
さ
ん
宅
に
強
盗
が
入
っ
た
際
に

は
、
青
年
会
が
正
会
員
（
●
～25

歳
）
と
準
会
員
（2

6

～3
0

歳
）

で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
自
警
団
を
結
成
し
、
９
～12

時
の
時
間
帯
を

８
名
体
制
で
宇
堅
の
出
入
り
口
で
通
行
者
の
警
備
に
毎
日
の
よ

う
に
行
い
、
５
年
間
続
け
た
。
警
備
が
終
わ
っ
た1

2

時
頃
に
は

差
し
入
れ
の
ジ
ュ
ー
シ
ー
お
に
ぎ
り
を
夜
食
と
し
た
。 

③ 

対
抗
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

体
育
部
長
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
陸
上
競
技
大
会
の
競
技
ご
と
の

出
場
選
手
を
あ
る
程
度
決
め
て
い
た
。
そ
の
場
で
、
指
示
し
て
出

場
さ
せ
た
り
し
た
。
予
定
し
て
い
た
選
手
が
い
な
い
場
合
は
（
時

に
は
、
途
中
か
ら
い
な
く
な
っ
た
り
し
た
）、
自
ら
出
場
し
た
り

し
た
。
出
場
予
定
の
選
手
が
い
な
く
、
１
万
メ
ー
ト
ル
競
技
に
出

た
と
き
は
、
日
ご
ろ
長
距
離
は
走
っ
て
な
い
の
で
、
き
つ
か
っ
た
。

４
位
だ
っ
た
と
思
う
。
高
跳
び
で
あ
れ
ば
自
信
が
あ
る
競
技
な
の

で
、
優
勝
も
可
能
性
が
あ
っ
た
と
思
っ
た
の
が
。 

知
念
コ
ウ
ト
ク
（
？
）
さ
ん
は
、
体
は
小
柄
な
ほ
う
だ
っ
た
が
、

宇
堅
や
天
願
の
地
域
で
は
と
て
も
運
動
能
力
が
あ
っ
た
。
足
も
速

か
っ
た
し
、
砲
丸
投
げ
や
円
盤
投
げ
も
す
ご
か
っ
た
。
あ
の
頃
は
、

字
代
表
の
常
連
だ
っ
た
。
前
原
地
区
大
会
（
具
志
川
村
や
美
里
村
、

与
那
城
村
、
勝
連
村
）
に
も
出
た
が
、
さ
す
が
に
広
域
に
な
る
と
、

上
位
に
食
い
込
む
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
県
大
会
に
は
、
出
場
枠

が
小
さ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
々
出
場
で
き
な
か
っ
た
。 

左
記
に
名
護
千
三
氏
の
談
話
を
掲
載
し
ま
し
た
。
青
年
会
活

動
に
関
連
し
た
面
白
い
思
い
出
話
を
募
集
し
て
ま
す
。
ぜ
ひ
、

私
（
兼
城
）
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
青
年
会
会
長

の
氏
名
整
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。 


